
ミ
ン
ク
岡
山
情
報 

  令
和
六
年
度
中
国
民
放
ク
ラ
ブ 

岡
山
支
部
総
会
・
懇
親
会 

報
告 

中
国
民
放
ク
ラ
ブ
岡
山
支
部
・
令
和
６
年
度
総
会
と

懇
親
会
は
４
月
１
５
日(

月)

、
今
年
初
め
て
の
会
場
と

な
る
、
岡
山
駅
西
口
か
ら
ほ
ど
近
い
「
心
地
ダ
イ
ニ
ン

グ
奈
々
伊
」
で
、
３
３
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

 

予
定
通
り
定
刻
の
１
２
時
、
横
田
真
理
子
さ
ん 

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
）
の
司
会
・
進
行
に
よ
っ
て 

ス
タ
ー
ト
。 

 

 

 

初
め
に
、
岡
山
支
部
会
員
で
昨
年
度
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
、
小
谷
清
さ
ん
、
河
手
一
夫
さ
ん
、
対
梨
久

嗣
さ
ん
、
横
溝
豊
範
さ
ん
、
い
ず
れ
も
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
４

名
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た
。 

 

開
会
は
若
槻
匡
志
支
部
長
の
、
昨
秋
の
中
国
民
ク

岡
山
大
会
の
お
礼
に
加
え
、
総
会
へ
の
追
加
の
参
加
の 

お
礼
と
、
同
好
会
へ
は
積
極
的
に
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
と
い
う
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
「
同

好
会
」
の
活
動
報
告
に
移
り
、
ゴ
ル
フ
同
好
会
、
行
こ

う
会
・
パ
ソ
コ
ン
勉
強
会
、
写
真
同
好
会
、
柳
川
川
柳

学
校
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
の
各
幹
事
が
そ
れ

ぞ
れ
昨
年
度
の
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

 
 

 

  

続
い
て
（
議
事
）
に
入
り
、
若
槻
支
部
長
が
議
長

と
な
っ
て
議
事
が
進
行
。 

魚
森
理
事
か
ら
令
和
５
年
度
の
決
算
報
告
、
及
び
辻

川
理
事
の
監
査
報
告
、
及
び
６
年
度
の
予
算
案
に
つ
い

て
の
説
明
報
告
、
続
い
て
議
長
よ
り
役
員
人
事
案
が
出

さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

※
役
員
人
事
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
） 

亀
池
弘
二
：
新
支
部
長
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
） 

新
任
理
事
：
岡
本
佳
彦
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
） 

留
任
理
事
：
若
槻
匡
志
・
支
部
長
退
任
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
）
吉
原
司
郎
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
）
、
辻
川
登
貴
子

（
Ｏ
Ｈ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
）
、
横
田
真
理
子
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
）
、 

退
任
理
事
：
久
米
田
眞
志
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
） 

魚
森
洋
史
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
）
、 

 

退
任
理
事
・
新
任
理
事
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
を 

い
た
だ
き
、
無
事
議
事
を
終
了
し
ま
し
た
。 

そ
の
あ
と
写
真
同
好
会
・
戸
田
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
ＫO

B

）

に
よ
り
、
記
念
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
懇
親
会
、
懇
親
会
は

出
席
者
最
年
長
の
妹
尾
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
）
の
乾

杯
の
音
頭
で
ス
タ
ー
ト
。
妹
尾
さ
ん
の
ま
す
ま
す
元
気

な
ご
発
声
に
皆
唱
和
し
て
、
歓
談
と
会
食
の
時
間
が
始

ま
り
ま
し
た 
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お
楽
し
み
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
今
回
の
ゲ
ス
ト
は

パ
ン
フ
ル
ー
ト
奏
者
・
今
井
勉
さ
ん
。 

 

 

「
パ
ン
フ
ル
ー
ト
の
調
べ
＆
み
ん
な
で
歌
お
う
」
と

題
し
て
、
今
井
さ
ん
の
演
奏
、
「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で

行
く
」
な
ど
に
加
え
、
素
晴
ら
し
い
バ
リ
ト
ン
に
あ
わ

せ
て
、
「
栄
冠
は
君
に
輝
く
」
な
ど
お
な
じ
み
の
曲
を

合
唱
、
皆
で
声
を
あ
わ
せ
て
歌
う
楽
し
い
時
間
を
す
ご

し
た
あ
と
は
、
は
や
中
締
め
。 

 

 

友
田
重
文
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
）
の
挨
拶
の
後
、

恒
例
の
通
り
「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」
を
合
唱
し
て
総
会

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

文
責
：
辻
川
登
紀
子
（O

H
K
 

O
B

） 

 
―

会
員
便
り―

 

（
懇
親
会
の
写
真
を
挿
入
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

・
今
の
所
元
気
で
畑
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

（
大
前
有
光R

S
K

） 

・
令
和
５
年11

月
に
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

皆
様
の
さ
さ
え
が
あ
っ
て
の
賞
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
御
座
居
ま
す
。 

（
中
山
健
一R

S
K

） 

・
朝
、O

S
K

岡
山
で
太
極
拳
を
し
た
後
、
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。3

月
に
は
中
国
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
大

会
に
出
場
、5

月
は
５
校
対
抗
戦
ゴ
ル
フ
、６
月
はN

P
O

法
人
岡
山
家
族
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
（
野
山
が
理
事

長
）
の
総
会
と
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
死
ぬ
ま
で
止

め
ら
れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
野
山
愼
太
郎R

S
K

） 

・
ゴ
ル
フ
だ
け
は
が
ん
ば
っ
て
続
け
て
い
ま
す
。
あ
と

川
柳
学
校
で
川
柳
を
少
し
・
・
・
や
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

（
魚
森
洋
史R

S
K

） 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
庭
仕
事
、
家
事
一
般
（
ゴ

ミ
出
し
、
風
呂
掃
除
他
）
で
年
金
生
活
を
満
喫
中
で
す
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
亀
池
弘
二R

S
K

） 

・
民
ク
に
加
入
さ
せ
て
も
ら
っ
て
１
年
。
ク
ラ
ブ
の
活

動
は
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
放
水
会
に
は
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。Z

O
O

M

で
月
１
回
高
校
の
同
級

生
と
の
会
話
、
月
１
回
の
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な
が
ら
レ

シ
ピ
本
と
に
ら
め
っ
こ
で
毎
日
の
料
理
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
古
川
克
行R

S
K

） 

・
今
年
の
秋
に
は
遂
に
後
期
高
齢
者
に
な
り
ま
す
。
先

日
銀
行
のA

T
M

で
一
万
円
振
込
も
う
と
し
た
ら
、
ロ
ッ

ク
が
か
か
っ
て
い
て
振
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
百
万
円
な
ら
振
込
め
詐
欺
防
止
と
言
わ
れ
て
も
分

か
る
の
で
す
が
、
一
万
円
で
も
送
金
で
き
な
い
な
ん
て

と
、
納
得
い
か
な
い
出
来
事
で
し
た
。 

（
横
田
真
理
子R

S
K

） 

・
〇
田
賀
屋
狂
言
会
事
務
局
長
と
一
教
室
生
と
し
て
後

楽
園
で
の
発
表
会
に
出
て
い
ま
す
。 

ボ
ケ
防
止
に
役
立
っ
て
い
ま
す
！ 

 

〇
岡
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
職
員
を
一
旦
解

か
れ
ま
し
た
が
、
も
う
一
年
来
て
欲
し
い
と
方
針
が
変

わ
り
こ
れ
も
ボ
ケ
防
止
に
役
立
つ
と
続
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
広
坂
武
昌R

S
K

） 

・
夫
婦
２
人
暮
し
で
す
が
、
食
事
は
私
が
担
当
し
て
い

ま
す
。
ボ
ケ
防
止
の
た
め
に
。 

（
宮
川
栄
之
助K

S
B

） 

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
設
し
て
十
一
年
、
よ
う
や
り
ま
す

ナ
（
笑
）
美
術
と
音
楽
、
ナ
イ
ス
な
選
択
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
岩
根
宏
行R

S
K

） 

・
毎
週
２
～
３
回
地
域
の
仲
間
と
テ
ニ
ス
を
し
て
い
ま

す
。
腰
は
時
々
痛
み
ま
す
が
、
な
ん
と
か
楽
し
ん
で
過

ご
し
て
い
ま
す
。
市
の
交
通
指
導
員
と
し
て
小
学
校
の

交
叉
点
で
交
通
整
理
を
し
て
い
ま
す
。
お
寺
の
総
代
と

し
て
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

（
高
谷
昇R

S
K

） 

・
皆
様
お
元
気
で
お
過
し
で
し
ょ
う
か
？
私
は
寄
る
年

な
み
で
ご
ざ
い
ま
す
が
週
に
３
日
程
カ
ー
ブ
ス
と
い
う

ジ
ム
に
通
っ
て
お
り
ま
す
。
先
日
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
皆
様
の
す
て
き
な
写
真
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

 
 

（
大
森
真
理
子O

H
K

） 

・
昨
年
夏
、
大
動
脈
瘤
修
復
の
た
め
カ
テ
ー
テ
ル
手
術

を
受
け
以
前
と
同
じ
元
気
で
い
ま
す
。
一
方
家
内
の
健

康
が
優
れ
ず
老
々
介
護
と
な
っ
て
い
て
家
を
あ
け
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。 

総
会
の
盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
森
脇
瀅
司R

S
K

) 

・
２
月
２
２
日
、
山
陽
新
聞
読
者
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

第
６
６
９
回
で
佳
作
に
入
賞
、
タ
イ
ト
ル
は
寒
い
朝
、

庭
先
の
葉
ボ
タ
ン
に
霜
が
降
り
煌
め
い
て
い
た
様
子
を

撮
影
、
一
次
二
次
審
査
通
過
が
続
い
て
い
た
の
で
少
し

意
欲
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。 

 

（
佐
藤
晃
一O

H
K

) 

・
去
年1

1

月
で
８
０
才
に
な
り
ま
し
た
。
今
年11

月

が
運
転
免
許
更
新
で
す
。
ゴ
ル
フ
を
も
う
少
し
楽
し
み

た
い
の
で
免
許
返
納
は
３
年
後
と
考
え
て
い
ま
す
が
サ

ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
の
釜
本
邦
茂
さ
ん
は
孫
に
「
じ
い

じ
危
い
よ
」
と
い
わ
れ
免
許
返
上
し
た
そ
う
で
す
。
釜

本
さ
ん
は
７
９
才
・
・
・
。 

 

（
行
本
章
充O

H
K

) 

・
運
転
免
許
返
納
も
考
え
ざ
る
を
え
な
い
年
齢
と
な
り

ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
通
い
も
再
開
し
、
元
気
で

や
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
山
田
伸
二R

S
K

) 
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・
健
康
に
恵
ま
れ
俳
句
、
連
歌
、
ダ
ン
ス
、
ジ
ム
と
ほ

と
ん
ど
毎
日
出
か
け
て
い
ま
す
。
俳
句
の
お
か
げ
で
四

季
折
々
の
変
化
を
十
二
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ご
盛

会
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。 

 
 

（
景
山
薫 

R
S

K
) 

・
ゴ
ル
フ
、
丘
歩
、
小
旅
行
マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
ご
盛
会
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。 

（
安
倍
省
三O

H
K

) 

・
週
３
ペ
ー
ス
で
ジ
ム
に
通
っ
て
い
ま
す
。 

（
大
森
義
則O

H
K

) 

 

・
ご
案
内
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
中
国
民
放
ク
ラ
ブ
岡

山
支
部
を
退
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
岡
山
支
部
の
増
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
西
村
英
子O

H
K

) 

・
ハ
メ
マ
ラ
に
一
つ
足
り
な
い
耳
も
あ
る 

（
菅
田
一
郎R

S
K

) 

・
こ
と
し
７
月
で
満
９
０
歳
・
卒
寿
を
迎
え
ま
す
。
我

ら
随
分
大
き
く
、
い
や
年
老
い
た
な
、
と
感
ず
る
昨
今

で
す
。
総
会
出
席
も
こ
れ
が
最
後
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
松
田
通
男R

S
K

） 

・
令
和
３
年
１
１
月
か
ら
石
上
布
都
魂
神
社
の
上
り
口

で
「
ふ
つ
み
茶
屋
」
を
土
・
日
の
み
で
す
が
開
い
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
こ
し
下
さ
い
。（
福
島
康
子O

H
K

） 

・
先
ず
は
健
康
で
傘
寿
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
多
幸
と
会
の
ご
盛
会
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

（
藤
原
隆
昭R

S
K

） 

 

・
５
年
目
に
入
る
「
真
庭
い
き
い
きT

V

」
通
い
、
今
年

の
テ
ー
マ
は
真
庭
市
合
併
２
０
周
年
記
念
特
番
（2

0
2
5

年
）
の
制
作
協
力
で
す
。 

 
 

（
三
垣
公
彦R

S
K

） 

・
今
回
は
残
念
な
が
ら
や
む
を
得
な
い
所
要
の
た
め
欠

席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
盛
会
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お

祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
共
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

（
梶
谷
正
夫R

S
K

） 

・
体
の
修
理
（
？
）
を
く
り
返
し
な
が
ら
も
「
健
康
第

一
」
に
や
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

（
沼
本
俊
晴O

H
K

） 

・
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
のM

A
S

C

理
事
、F

M

く
ら
し
き
顧

問
を
し
て
い
ま
す
。
空
い
た
時
間
で
ほ
ぼ
毎
日
ジ
ム
に

通
っ
て
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
斎
藤
淳
一R

S
K

） 

・
欠
席
し
ま
す
。
皆
々
様
に
よ
ろ
し
く
。 

（
冨
山
捷
彦R

S
K

） 
・
ひ
孫
と
愛
犬
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
）
を
相
手
に
穏
や
か
な

毎
日
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
桑
田
雅
明R

S
K

） 

 

・
広
島
で
の
生
活
も
や
っ
と
慣
れ
ま
し
た
。
今
年
も
カ

ー
プ
一
色
の
広
島
で
六
甲
お
ろ
し
を
歌
い
ま
す
。 

（
佐
藤
清R

S
K

） 

・
い
ま
だ
く
た
ば
ら
ず
に
い
ま
す
が
・
・
・
・
。 

（
豊
田
新
一R

S
K

） 

・
３
月
に
５
年
振
り
、
孫
と
東
京
旅
行
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
白
石
脩R

S
K

） 

・
病
院
通
い
の
毎
日
で
す
。 

 

（
文
屋
好
司R

S
K

） 

・
体
調
不
良
に
つ
き
、
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
水
川
勝
彦R

S
K

） 

・
仕
事
で
は
ま
だ
演
歌
の
ラ
ジ
オ
番
組
や
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
今
年
と
町
内
の
雑
用
の
役
や
っ
て
い
ま
す
。 

（
中
尾
俊
直R

S
K

） 

・
最
近
、
週
に
何
度
か
小
さ
な
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
通
い
を

続
け
て
お
り
ま
す
が
、
体
力
の
衰
え
否
め
ず
「
歳
」
を

実
感
し
て
お
り
ま
す
。
ま
たR

S
K

ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
を
週
に
一
度
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、
こ

ち
ら
は
頭
の
体
操
で
す
。
し
か
し
艱
難
辛
苦
の
連
続
で

す
。
現
場
の
ラ
ジ
オ
マ
ン
か
ら
良
い
刺
激
を
貰
っ
て
感

謝
の
日
々
で
す
。 

 
 
 
 
 

（
濱
家
輝
雄R

S
K

） 

・
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
主
人
が
昨
年

か
ら
足
が
わ
る
く
な
り
会
を
や
め
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

（
須
々
木
壽
志R

S
K

奥
様
） 

・
私
は
相
変
わ
ら
ず
週
４
日
の
出
勤
と
３
日
の
フ
リ
ー

タ
イ
ム
で
余
生
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
自
宅
近
辺
で

四
季
折
々
の
花
鳥
を
愛
で
な
が
ら
山
陽
自
動
車
道
吉
備

S
A

ま
で
散
策
す
る
の
が
日
課
で
、
心
身
の
創
痍
を
癒
し

て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
井
戸
恒
雄R

S
K

） 

・
那
岐
山
の
ふ
も
と
で
野
菜
作
り
な
ど
し
な
が
ら
自
分

の
ペ
ー
ス
で
す
ご
し
て
い
ま
す
。
時
々
、
歩
行
困
難
に

な
ら
な
い
よ
う
プ
ー
ル
に
通
っ
て
い
ま
す
。
「
あ
る
が

ま
ま
」
「
あ
り
の
ま
ま
」
「
あ
り
が
と
う
」
・
・
・
の

三
つ
の
“
あ
”
大
切
に
・
・
・
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
時
々
、
今
で
も
現
役
時
代
の
こ
ろ
が
夢
に
出
て

き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
！
！
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
織
田
照
男R

S
K

） 

・
脊
柱
管
狭
窄
症
の
３
度
目
手
術
の
様
子
見
を
し
て
い

ま
す
。
歩
行
を
３
年
間
し
て
な
い
の
で
脚
力
も
落
ち
て

フ
ラ
つ
く
こ
と
が
多
い
で
す
。
直
し
て
元
に
戻
り
た
い

で
す
ね
ネ
！
で
も
車
で
は
ど
こ
で
も
行
け
ま
す
。 

（
小
西
弦R

S
K

） 

 

・
道
楽
の
絵
を
描
い
て
お
り
ま
す
（
現
在
、
光
風
会
会

員
）
。
今
年
は
第
１
１
０
回
記
念
光
風
会
展
が
国
立
新

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
後
岡
山
で
も
６
月
１
８
日
（
火
）

～
２
３
日
（
日
）
岡
山
県
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
で
代
表

的
な
作
品
が
巡
回
展
示
さ
れ
ま
す
。（
筆
保
博
文R

S
K

） 

・
犬
を
２
匹
連
れ
て
、
朝
夕
の
散
歩
が
リ
ハ
ビ
リ
を
兼

ね
て
の
運
動
で
す
。
続
け
て
１
０
分
以
上
歩
け
な
く
な

り
ま
し
た
。
一
日
一
番
の
楽
し
み
は
夕
食
の
ビ
ー
ル
で

す
。
そ
れ
も
少
し
し
か
飲
め
な
く
な
り
ま
し
た
。
昔
が

な
つ
か
し
い
。 

 
 
 
 
 

（
久
米
田
眞
志R

S
K

） 

・
釣
り
と
写
真 

楽
し
ん
で
い
ま
す
。（
戸
田
啓
司R

S
K

） 

・
春
か
ら
家
族
に
茶
々
丸
（
猫
）
が
加
わ
り
ま
し
た
。

ま
あ
ま
あ
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

（
影
山
正
興R

S
K

） 

・
年
相
応
に
元
気
に
や
っ
て
い
ま
す
。
（
山
本
純R

S
K

） 

・
最
近
は
体
力
、
気
力
の
減
退
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
が
、
と
り
合
え
ず
来
年
の
“
関
西
万
博
”

見
学
目
差
し
体
力
作
り
努
力
し
ま
す
。 

（
守
安
英
士R

S
K

） 

・
老
い
の
道
程
を
ふ
み
し
め
な
が
ら
な
ん
と
か
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
物
忘
れ
が
一
段
と
進
み
ま
し
た
。 

（
山
内
英
夫R

S
K

） 

・
親
類
縁
者
妻
も
逝
っ
て
一
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
残
り
の
時
間
を
お
世
話
に
な
っ
た
た
く
さ
ん
の
人

に
感
謝
し
な
が
ら
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
永
岡
恒
二R

S
K

） 

・
日
々
、
妙
善
寺
法
務
係
を
勤
め
て
お
り
ま
す
。
ご
盛

会
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

（
高
森
敏
夫T

S
C

） 

・
こ
の2

0

年
岡
山
市
中
心
部
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林

立
し
て
き
ま
し
た 

4
0

～5
0

年
前
は
戸
建
て
住
宅
が

市
域
周
辺
部
に
広
が
り
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
が
高
齢
化
で
車
を
手
放
し
都
心
回
帰
が
進
ん

で
い
ま
す 

昔
の
感
覚
で
は
街
を
歩
け
ま
せ
ん 

そ
の

割
に
商
店
街
の
衰
退
も
激
し
い
感
が
あ
り
ま
す 

漫
画

家
の
ち
ば
て
つ
や
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
年
寄
り
は
ひ
ね

も
す
の
た
り
生
き
て
ゆ
く
で
す
。 

（
安
田
了
三R

S
K

） 

 

P-3 

 



・
還
暦
を
迎
え
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

と
似
顔
絵
教
室
に
申
し
込
み
ま
し
た
。 

（
後
藤
啓
子O

H
K

） 

 

・
盛
大
な
会
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

O
B

の
方
々
の
健
康
と
ご
多
幸
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

（
星
島
晋
一
郎R

S
K

） 

・
去
年
は
我
家
の
ぶ
ど
う
が
病
気
で
全
滅
、
今
年
こ
そ

と
奮
闘
中
で
す
。
当
日
は
所
用
が
あ
り
欠
席
し
ま
す
。 

（
有
吉
和
生R

S
K

） 

・
総
会
当
日
は
岡
山
家
裁
で
の
業
務
が
あ
り
欠
席
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。
ご
盛
会
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
大
田
雅
仁R

S
K

） 

・
無
職
で
す
が
、
元
気
で
く
ら
し
て
い
ま
す
。
旅
行
な

ど
を
し
て
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
（
進
藤
典
紀R

S
K

） 

・
庭
の
草
抜
き
と
仕
事
に
忙
し
い
毎
日
で
す
。 

（
小
坂
仁
土R
S

K

） 

・
当
日
は
岡
山
大
学
病
院
の
受
診
日
で
す
の
で
欠
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
元
気
で
す
が
だ
い
ぶ
体
が
弱
っ

て
き
て
い
ま
す
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く
。
（
難
波
貢R

S
K

） 

・
体
調
不
良
の
た
め
、
出
歩
く
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
谷
本
保
夫R

S
K

） 

・
要
支
援
２
を
貰
っ
て
い
る
が
庭
で
果
樹
の
接
木
、
取

木
、
さ
し
木
を
楽
し
ん
で
居
り
ま
す
。
（9

1

才
） 

（
亀
田
敦
夫R

S
K

） 

・
治
ま
り
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
は
感
染
し
な
い
様
細
心
の
注
意
を
し
な
が
ら
暮 

ら
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
木
口
重
雄R

S
K

） 

・
コ
ロ
ナ
禍
の
頃
か
ら
テ
レ
ビ
視
聴
が
増
え
、
ニ
ュ
ー

ス
、
ス
ポ
ー
ツ
中
継
を
よ
く
見
て
い
ま
す
。
夜
は
録
画

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
中
心
に
ほ
と
ん
ど
毎

晩
見
て
い
ま
す
。
い
ゃ
ー
テ
レ
ビ
は
素
晴
ら
し
い
で
す

ネ
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
若
槻
匡
志R

S
K

） 

・
昨
年
の
懇
親
会
で
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
夏
の

ハ
レ
ノ
ワ
、
秋
の
天
神
山
プ
ラ
ザ
、
後
楽
園
能
舞
台
等

今
年
も
発
表
会
に
む
け
て
、
毎
日
稽
古
に
精
進
し
て
お

り
ま
す
。
四
月
十
五
日
（
月
）
は
稽
古
が
あ
り
ま
す
の

で
申
し
分
け
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え

く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
妹
尾
佐
有
理R

S
K

） 

・
何
事
に
も
失
敗
す
る
事
が
多
く
な
り
後
処
理
に
時
間

を
要
し
、
一
日
が
短
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。 

（
松
田
憲
司R

S
K

） 

・
相
変
ら
ず
「
長
生
き
は
し
た
く
な
い
け
ど
ジ
ム
通
い
」

で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
伊
藤
嘉
之R

S
K

） 

・
弟
・
妹
も
「
逝
き
」
郷
里
の
高
校
同
輩
も
昨
年
は
半

数
強
が
他
界
し
、
淋
し
い
時
間
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
老

い
路
は
や
は
り
厳
し
い
も
の
で
す
ね
。
放
送
の
豊
か
な

発
達
が
要
求
さ
れ
ま
す
。 

 
 

（
妻
井
令
三R

S
K

） 

・
“
世
直
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
”
は
続
け
て
お
り
ま
す
が

心
身
の
衰
え
は
否
め
ず
、
病
院
通
い
も
増
え
て
い
ま
す
。

必
然
的
に
町
内
中
心
の
活
動
に
限
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
・
・
・
・
と
い
う
状
況
で
す
の
で
突
然
で
す
が
、 

３
月
末
を
も
ち
ま
し
て
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

民
放
ク
ラ
ブ
を
退
会
さ
せ
て
頂
き
た
く
、
よ
ろ
し
く 

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
加
藤
紀
臣R

S
K

） 

・
昨
年
の
総
会
に
よ
ぼ
よ
ぼ
な
が
ら
「
こ
れ
が
最
後
」

と
出
席
し
ま
し
た
が
、
何
と
か
も
う
１
年
生
か
し
て
も

ら
い
ま
し
た
の
で
、
今
年
も
又
「
こ
れ
が
最
後
」
と
出

席
さ
せ
て
も
ら
う
つ
も
り
で
す
。
思
え
ば
退
職
以
来3

0

年
間
、
民
放
ク
ラ
ブ
の
お
陰
で
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。O

H
K

は
じ
め
他
局
の
皆
さ
ん
と
知
り

合
え
た
こ
と
も
大
き
な
喜
び
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も 

民
ク
岡
山
が
民
放O

B

の
拠
点
と
し
て
前
進
さ
れ
ま
す

よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

（
妹
尾
信
秀R

S
K

） 

・
民
ク
入
会
か
ら1

0

年
経
ち
ま
し
た
！
？
早
い
も
の
で

す
・
・
・
・
。 

 
 
 
 
 

（
吉
原
司
郎O

H
K

） 

・
物
事
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
り
、
困
っ
て
い
ま
す
。

（
辻
川
登
貴
子O

H
K

） 

・
辰
年
生
ま
れ
で
今
年
は
八
十
四
才
を
迎
え
ま
す
。
時

間
の
許
す
限
り
、
家
か
ら
吉
備
津
神
社
ま
で
約
一
時
間

半
掛
け
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま
す
。
昨
年
の

暮
か
ら
三
回
に
分
け
て
、
持
病
の
左
内
腸
骨
動
脈
瘤
の

カ
テ
ー
テ
ル
手
術
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
丁
度
三
回
目

の
手
術
入
院
の
予
定
期
間
が
民
ク
総
会
の
日
と
重
な
り
、

残
念
な
が
ら
出
席
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
体
調
は
術

前
と
変
わ
り
無
く
、
元
気
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
と
ま
た
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
井
垣
武
彦R

S
K

） 

・
週
二
日
近
く
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
へ
パ
ー
ト
に
行
っ

て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
笠
間
範
一R

N
C

） 

・
母
（
九
十
六
才
）
に
な
ら
っ
て
長
命
を
め
ざ
し
、
あ

え
て
苦
手
な
運
動
の
一
つ
、
競
技
ダ
ン
ス
に
手
を
出
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
や
人
生
の
す
べ
て
が
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
競
う
競
技
ダ
ン
ス
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
一
昨
年
、
奇
跡
的
に
ア
マ
Ｃ
級
と
い
う
ダ
ン
ス

界
で
は
一
人
前
？
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
到
着
す
る
も
、

昨
年
は
相
方
の
ケ
ガ
や
私
も
体
調
不
良
で
Ｃ
級
維
持
に

失
敗
し
、
今
年
は
Ｄ
級
か
ら
の
再
出
発
で
す
。
さ
て
、

ど
う
な
り
ま
す
で
し
ょ
う
。
が
ん
ば
っ
て
Ｃ
級
再
昇
級

を
め
ざ
し
ま
す
。
「
百
才
で
ワ
ル
ツ
」
の
夢
が
実
現
す

る
か
ど
う
か
！ 

 
 
 
 
 
 
 

（
杉
原
尚
示R

S
K

） 

・
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
か
ら
逃
げ
ま
わ
り
何
と
か
や
っ

て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
向
井
博
史R

S
K

） 

・
所
用
の
為
欠
席
、
総
会
の
ご
成
功
を
お
祈
り
し
ま
す
。

小
生
こ
の
５
月
で8

1

歳
と
な
り
ま
す
が
、
退
職
以
来
毎

日
の
日
課
と
な
っ
て
い
る
裏
山
広
場
（
標
高

1
3
0

ｍ
）

で
の
毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
地
域
の
春
の
風
物
誌
と
な

っ
て
い
る
千
八
百
本
（
赤
黄
）
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
、

小
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ
等
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

い
ず
れ
も
継
続
し
て
二
十
年
目
、
こ
れ
か
ら
も
体
の
続

く
限
り
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。 

 

（
川
上
弘
道R

S
K

） 

・
あ
そ
こ
が
痛
い
の
、
こ
こ
が
悪
い
の
・
・
・
・
と
愚

痴
が
よ
く
出
ま
す
。
歳
そ
れ
な
り
（
？
）
に
元
気
で
く

ら
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

（
藤
田
正
彦R

S
K

） 

・
ご
連
絡
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は
日
程
が
合
わ

ず
参
加
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。
皆
様
の
今
後
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

 

（
北
山
一
郎R

S
K

P

） 

・
血
糖
値
が
高
く
食
べ
物
に
不
自
由
し
て
お
り
ま
す
が

元
気
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
山
崎
文
隆R

S
K

） 

・
首
の
手
術
を
し
て
入
院
し
て
い
ま
す
。
歩
行
が
で
き

ず
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
る
事
態
で
す
。
皆
様
に
よ
ろ
し

く
お
伝
え
下
さ
い
。 

 
 
 
 

（
枝
松
柳
一R

S
K

） 

・
私
も
八
十
歳
も
過
ぎ
て
よ
ぼ
よ
ぼ
し
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
運
転
は
で
き
て
い
ま
す
、
だ
が
世
間
と
の
付
き
合

い
が
段
々
と
億
劫
に
な
り
始
め
、
人
と
の
関
わ
り
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
用
事
（
医
者
通
い
）
が
な
い

時
は
４
㎞
ほ
ど
は
歩
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
物
忘
れ

又
、
覚
え
ら
れ
な
い
、
頭
の
中
の
血
管
も
詰
ま
り
だ
し

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
健
康
に
気
を
付
け
て
八
十

五
歳
は
ク
リ
ア
ー
し
た
い
で
す
、
皆
様
も
長
生
き
し
す

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

（
立
花
輝
章R

S
K

） 

 

 

P-4 

 



 
・
こ
の
度
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
さ
り
お
」
を
退
任
し
、

や
は
り
Ｏ
Ｈ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
で
、
広
告
代
理
店
リ
ビ
ン
グ

ネ
ッ
ト
コ
ム
に
出
向
し
ま
し
た
。
Ｏ
Ｈ
Ｋ
の
す
ぐ
上
の

階
（
杜
の
街
９
階
）
で
働
い
て
い
ま
す
。 

新
加
入
と
な
り
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
田
中
誠O

H
K

） 

・
今
春
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
社

内
で
は
周
囲
か
ら
い
つ
も
「
年
長
者
」
と
し
て
見
ら
れ

緊
張
す
る
（
？
）
毎
日
で
し
た
が
久
し
ぶ
り
に
懐
か
し

い
先
輩
方
と
お
会
い
し
て
気
分
は
新
入
社
員
に
戻
れ
ま

し
た
。
休
日
は
バ
イ
ク
や
車
で
ふ
ら
ふ
ら
す
る
生
活
で

す
が
、
今
後
は
皆
さ
ま
と
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
岡
本
佳
彦R

S
K

） 

 ―

会
員
動
向
ー 

（
Ｒ
５
年
４
月
１
日
～
Ｒ
６
年
３
月
３
１
日
） 

訃
報 

ご
逝
去
を
悼
み
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

 

河
手
一
夫
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

令
和
５
年
８
月
６
日  

 

逝
去 

８
９
歳 

対
梨
久
嗣
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

令
和
５
年
８
月
２
０
日  

逝
去 

８
６
歳 

横
溝
豊
範
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

令
和
５
年
９
月
１
３
日  

逝
去 

８
４
歳 

 

新
入
会
員 

 

岡
本
佳
彦
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

令
和
６
年
３
月
２
５
日 

入
会 

田
中 

誠
さ
ん
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

令
和
６
年
３
月
２
５
日  

入
会 

 

退
会 

長
ら
く
民
ク
岡
山
を
ご
愛
顧
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た 

 

井
上
正
博
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

木
村
英
一
郎
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

谷
田
京
子
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

大
野
明
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

西
村
英
子
さ
ん
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

須
々
木
壽
志
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

加
藤
紀
臣
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
） 

 
 
 

（
令
和
６
年
３
月
３
１
日
付
） 

  
 
 
 

 

―

同
好
会
に
つ
い
て
ー 

民
ク
岡
山
支
部
の
同
好
会
活
動
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明

致
し
ま
す
。 

＊
写
真
同
好
会
：
毎
月
作
品
を
ホ
ー
ム
頁
に
投
稿
し
て

発
表
会
を
実
施
又
年
１
回
の
展
示
会
と
随
時
撮
影
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

＊
行
こ
う
会 

：
新
年
会
や
暑
気
払
い
、
忘
年
会
、
又 

グ
ル
メ
探
訪
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
何
処
へ
で
も
行
き
ま
す
。 

 

＊
柳
川
川
柳
学
校
：
２
か
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
喫
茶

店
に
集
ま
り
、
簡
単
な
食
事
を
し
な
が
ら
和
気
合
い
あ

い
と
し
た
中
で
川
柳
の
発
表
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

＊
ゴ
ル
フ
同
好
会
：
年
２
～
３
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行

っ
て
い
ま
す
。
体
力
維
持
に
最
適
で
す
。 

 

＊
Ｐ
Ｃ
勉
強
会 :

Ｐ
Ｃ
の
使
い
方
や
悩
み
、
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
勉
強
会
を
開
い
て
い
ま
す
。 

会
の
後
は
食
事
会
（
自
由
参
加
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

＊
放
水
会 

：
毎
月
第
３
水
曜
日
に
集
ま
り
岡
山
支
部

の
活
動
報
告
や
参
加
者
の
近
況
報
告
な
ど
自
由
な
お
し

ゃ
べ
り
の
会
を
開
い
て
い
ま
す
。 

 

＊
民
放
ク
ラ
ブ
岡
山
支
部
で
は
ｗ
ｅ
ｂ
版
ホ
ー
ム
頁
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
民
放
ク
ラ
ブ
岡
山
で
検
索
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
閲
覧
出
来
ま
す
。 

各
同
好
会
の
活
動
報
告
や
作
品
の
発
表
会
、
お
知
ら
せ

な
ど
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
頁
を
開
い
て
岡
山
支

部
の
活
動
に
触
れ
て
み
て
下
さ
い
。 

又
、
同
好
会
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
理
事
、
幹
事
や

参
加
会
員
に
ご
連
絡
下
さ
い
。 

ぜ
ひ
ご
加
入
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
に
新

た
な
生
活
の
一
頁
を
付
け
加
え
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

＊
お
願
い 

民
ク
岡
山
支
部
へ
入
会
ご
希
望
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
岡
山
支
部
理
事
宛
て
に
ご
連
絡
下
さ
い
。 

入
会
の
方
へ
は
申
し
込
み
用
紙
を
郵
送
又
は
メ
ー
ル
に

て
送
付
し
て
入
会
の
ご
案
内
を
致
し
ま
す
。 

 

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

     

―

パ
ソ
コ
ン
の
広
場
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

民
ク
岡
山
支
部
パ
ソ
コ
ン
勉
強
会
で
は
パ
ソ
コ
ン
利

用
中
に
生
じ
た
疑
問
に
つ
い
て
持
ち
寄
り
、
相
互
に
問

題
を
解
決
す
る
方
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

疑
問
点
に
つ
い
て
分
か
っ
て
い
る
人
は
指
導
に
回
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

パ
ソ
コ
ン
教
室
で
の
質
問
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

の
で
一
回
で
終
わ
ら
な
い
テ
ー
マ
は
次
回
に
継
続
す
る

こ
と
も
有
り
ま
す
。 

良
く
出
る
質
問
は
デ
ジ
カ
メ
や
ス
マ
フ
ォ
で
写
し
た
写

真
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
入
れ
る
方
法
、
写
真
を
メ
ー
ル

で
送
る
方
法
や
パ
ソ
コ
ン
の
中
の
文
章
や
写
真
を
整
理

す
る
方
法
な
ど
が
定
番
で
す
。 

勉
強
会
が
正
午
に
終
わ
る
こ
と
も
有
っ
て
希
望
者
は 

近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
会
を
開
い
て
い
ま
す
。 

た
ま
に
昼
食
会
に
の
み
参
加
す
る
方
も
い
ま
す
。 

  

Ｈ
Ｐ
・
メ
ー
ル
担
当  

若
槻
匡
志  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
編
集
後
記
） 

今
回
も
４
月
の
支
部
総
会
報
告
と
総
会
出
欠
ハ
ガ
キ
に

記
載
い
た
だ
い
た
近
況
報
告
を
中
心
に
情
報
誌
を 

発
行
し
ま
し
た
。
多
数
の
近
況
報
告
は
中
国
支
部
で
は

岡
山
支
部
の
み
で
、
全
国
紙
で
も
少
な
い
よ
う
で
す
。 

ご
記
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
若
槻 

記
） 
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